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歴史・名所・旧跡

ソウルに触れるおすすめウォーキングコース
所要時間 約 2時間
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ま
ず
は
「
青
菅（
あ
お
す
げ
）・
先
崎(

ま
っ
さ
き) 

／

ノ
ス
タ
ル
ジ
ア
を
感
じ
る
コ
ー
ス
」。
ユ
ー
カ
リ
が
丘

駅
前
を
、
例
え
ば
左
回
り
の
９
時
１７
分
の
バ
ス
で
出

発
し
て
、
１１
時
４７
分
に
戻
る
約
２
時
間
半
の
コ
ー
ス

で
す
。
ス
ポ
ッ
ト
の
な
か
で
も
先
崎
鷲
神
社
の

彫
刻
は
圧
巻
で
す
。
季
節
に

合
わ
せ
て
、
ソ
フ
ト
ク
リ
ー

ム
も
美
味
し
い
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ラ
ン
ド
や
桜
満
開
の
青
菅
分

校
に
も
立
ち
寄
り
た
い
ス

ポ
ッ
ト
で
す
。

　

2
つ
目
の
コ
ー
ス
は
「
井

野 

／ 

ソ
ウ
ル
に
触
れ
る

コ
ー
ス
」
で
す
。
周
り
を
住
宅
地
域
に
囲
ま
れ
な
が

ら
も
、
大
切
に
保
存
さ
れ
て
来
た
史
跡
が
ひ
っ
そ
り

と
残
っ
て
い
ま
す
。開
創
千
三
百
年
の
大
法
要
が
営

ま
れ
た
千
手
院
、災
厄
・
疫
病
退
散
祈
念
の
わ
ら
作

り
の
飾
り
つ
け
「
辻
切
」
の
風
習
な
ど
、
随
所
で
歴

史
を
感
じ
さ
せ
る
地
域
を
歩
く
コ
ー
ス
で
す
。
ユ
ー

カ
リ
が
丘
駅
前
を
同
じ
く
左
回
り
９
時
１７
分
に
出
発

し
て
、
１０
時
５７
分
に
戻
る
バ
ス
が
お
薦
め
で
す
。

　

最
後
は
、

   

更
に
足
を
延
す
方
に
お
薦
め
の「
オ
プ
シ
ョ

ン
追
加
コ
ー
ス
」
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。
静
寂
な
加

賀
清
水
と
江
戸
時
代
の
街
道
の
面
影
を
残
す
成
田
道

道
標
・
常
夜
燈
で
ミ
ニ
ミ
ニ
旅
を
締
め
く
く
り
ま
す
。

　
途
中
の
ペ
ー
ジ
に
挟
ま
れ
た
、
コ
ー
ス
に
ち
な
ん

だ
手
作
り
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
も
、
ほ
っ
こ
り

と
楽
し
め
ま
す
。

　

さ
あ
、
春
は
ま
じ
か
で
す
。
佐
倉
市
役
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

行
く
佐
倉
ミ
ニ
ミ
ニ
旅
に
お
出
か
け
下
さ
い
。
新
し

い
佐
倉
を
発
見
し
ま
し
ょ
う
。

可
愛
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で

　
佐
倉
親
善
大
使
の
画
家
、
高
橋
真
琴
さ
ん
の
可
愛

ら
し
い
少
女
の
イ
ラ
ス
ト
が
描
か
れ
た
ミ
ニ
バ
ス
を

見
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
。
交
通
空
白
地
帯

の
移
動
手
段
と
し
て
２
０
１
８
年
か
ら
運
行
さ
れ
て

い
る
佐
倉
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
す
。
小
さ
な

こ
ん
も
り
と
し
た
ミ
ニ
バ
ス
は
か
ぼ
ち
ゃ
の
馬
車
の

様
で
、
里
山
の
狭
い
道
を
ス
イ
ス
イ
走
る
姿
は
ト
ト

ロ
の
猫
バ
ス
の
様
で
も
あ
り
ま
す
ね
。
そ
ん
な
可
愛

ら
し
い
ミ
ニ
バ
ス
に
乗
っ
て
、
佐
倉
の
地
元
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。
佐
倉
ミ
ニ
ミ
ニ

旅
を
楽
し
む
た
め
に
一
味
違
っ
た
観
光
マ
ッ
プ
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

ユ
ニ
ー
ク
な
観
光
マ
ッ
プ

　
観
光
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
の
は
佐
倉
市

民
カ
レ
ッ
ジ
の
グ
ル
ー
プ「
佐
倉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
旅
２８
」の
皆
さ
ん
。

市
民
カ
レ
ッ
ジ
の
課
題「
私
た
ち
の
ま
ち
づ
く
り
」で
、

市
役
所
の
関
係
課
に
相
談
し
な
が

ら
半
年
を
か
け
て
手
作
り
の
マ
ッ

プ
を
作
り
ま
し
た
。
現
在
マ
ッ
プ

は
「
志
津
北
側
ル
ー
ト
編
」
と
「
内

郷
ル
ー
ト
編
」
の
２
つ
が
出
来
上

が
っ
て
い
て
、
市
役
所
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
観
光
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー

リ
ズ
ム
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
行
く
佐
倉
ミ
ニ
ミ
ニ
旅

城
下
町
だ
け
が
佐
倉
で
は
あ
り
ま
せ
ん

コ
ロ
ナ
禍
で
気
軽
に
旅
行
に
出
か
け
る
の
が
難
し
い
こ
の
頃
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

に
乗
っ
て
身
近
な
佐
倉
の
見
ど
こ
ろ
を
再
発
見
し
ま
せ
ん
か
。

左
上
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
マ
ッ
プ
に
ア
ク
セ

ス
で
き
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
に
同
意

を
頂
い
て
、「
志
津
北
側
ル
ー
ト
編
」の
マ
ッ

プ
と
共
に
佐
倉
ミ
ニ
ミ
ニ
旅
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
紹
介

　
マ
ッ
プ
で
は
ま
ず
バ
ス
の
市
内
全
路
線
図
か
ら
始

ま
り
、
次
に
沿
線
の
立
ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
が
路
線
の

マ
ッ
プ
の
中
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
立
ち
寄
り
ス

ポ
ッ
ト
は「
歴
史・名
所・旧
跡
」と「
花・自
然・食
べ
物
」

で
２
通
り
に
ま
と
め
ら
れ
、
次
の
ペ
ー
ジ
で
ス
ポ
ッ

ト
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
が
載
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
お
店

だ
け
に
行
き
た
い
方
の
た
め
に
、
お
店
の
最
寄
り
の

バ
ス
停
が
書
か
れ
て
い
て
と
て
も
便
利
で
す
。

お
薦
め
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

　

バ
ス
に
乗
っ
て
降
り
て
、
バ
ス
ル
ー
ト
沿
い
の
立

ち
寄
り
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
、
再
び
バ
ス
に
乗
っ
て
戻

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
が
３
つ
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

マップにアクセス

第
9
回

デ
ィ
ス
カ
バ
ー
佐
倉

取
材
担
当
／
広
報
委
員
　
小
野
寺
　
弘
孝
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も
の
を
探
し
、
感
覚
の
合
わ
な
い
ア

プ
リ
は
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま
す
。

　

完
成
し
た
ら
投
稿
し
ま
し
ょ
う
。

Tik Tok

な
ら
3
分
ま
で
の
動
画
を
投

稿
で
き
ま
す
し
、ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
、ツ
イ
ッ

タ
ー
も
面
白
い
で
す
。
フ
ォ
ロ
ワ
ー
が
つ

く
と
制
作
意
欲
が
湧
い
て
き
ま
す
。
作

品
の
公
開
は
、
非
公
開
、
限
定
公
開
、

友
達
限
定
、
あ
る
い
は
一
般
公
開
と
、

自
分
で
決
め
ら
れ
ま
す
の
で
、
内
容
に

　
　
　
　
　
　
　
　

よ
り
選
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

公
開
す
る
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　

は
、
写
る
人
物
の

　
　
　
　
　
　
　
　

肖
像
権
、
使
う
音

　
　
　
　
　
　
　
　

楽
の
著
作
権
に
注

　
　
　

意
し　
　
　

意
し
ま
し
ょ
う
。

著
作
権
フ
リ
ー

の
楽
曲
な
ら
指
定

の
範
囲
で
使
え
ま
す
。
公
開
し
た
自
分

の
特
技
が
業
界
の
目
に
留
ま
る
と
、
ス

カ
ウ
ト
も
夢
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
お

試
し
く
だ
さ
い
。

　
ス
マ
ホ
の
普
及
で
便
利
に
な
っ
た
も

の
は
、
動
画
撮
影
の
他
に
も
沢
山
あ
り

ま
す
。
が
、
使
う
に
は
注
意
も
必
要
で

す
。
そ
の
代
表
が
メ
ー
ル
と
電
話
で
す
。

次
は
こ
の
話
で
す
。

　

ス
マ
ホ
の
機
能
が
進
化
し
て
、
ビ
デ

オ
や
デ
ジ
カ
メ
を
使
わ
な
く
て
も
綺
麗

な
動
画
を
撮
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
皆
様
も
動
画
を
利
用
し
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
あ
と
ひ
と
手
間
か
け
て

作
品
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
？
動
画
編
集

と
い
う
と
難
し
そ
う
に
聞
こ
え
ま
す

が
、
最
近
の
A
I
技
術
の
進
歩
で
、
ア

プ
リ
を
使
う
と
上
手
に
編
集
が
で
き
ま

す
。
タ
イ
ト
ル
を
つ
け
、
B
G
M
も
入

れ
て
、
映
え
る
画
像
部
分
を
つ
な
ぎ
ま

す
。
自
動
編
集
と
い
う
奥
の
手
も
あ
り

ま
す
。
編
集
ア
プ
リ
は
無
料
の

も
の
や
期
間
限
定
の
お
試
し

の
も
あ
り
ま
す
。
日
々
進
化
し

て
い
ま
す
の
で
自
分
で
使
い
易
そ
う
な

　
ス
マ
ホ
で
撮
影
し
た
画
像
デ
ー
タ
を

動
画
作
品
に
仕
立
て
て
楽
し
む
こ
と
は

手
軽
に
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
、
皆
さ

ま
よ
り
も
一
足
先
に
試
し
ま
し
た
。
短

い
も
の
で
す
が
、
上
手
く
出
来
ま
し
た
。

動
画
制
作
は
面
白
く
て
お
勧
め
で
す
。

秋
元
さ
ん
、
よ
い
ヒ
ン
ト
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

〝
怪
し
い
〞
と
す
ぐ
わ
か

る
メ
ー
ル
に
は
関
わ
ら
な

い
よ
う
、
削
除
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

け
れ
ど
も
、
本
物
と
見
分
け
が
つ
か
な

い
偽
メ
ー
ル
の
場
合
は
ど
う
し
ま
す

か
？
こ
の
真
偽
の
判
定
は
迷
い
ま
す
。

発
信
者
の
ア
ド
レ
ス
を
見
る
、
文
章
に

日
本
語
の
間
違
え
た
使
用
法
を
見
つ
け

る
な
ど
の
他
に
、
そ
の
メ
ー
ル
に
〝
返

信
欄
〞や〝
入
力
欄
〞
が
あ
る
場
合
は

疑
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
添
付
フ
ァ

イ
ル
は
決
し
て
開
か
な
い
こ
と
で
す
。

そ
の
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
注
意

喚
起
の
情
報
を
見
る
と
、
偽
メ
ー
ル
情

報
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
迷
う
な
ら
即
削
除
し
ま
し
ょ
う
。

　

広
報
委
員
　
　
秋
元
　
正
之
　

　
〝
見
て
楽
し
む
〞
も
の
と
思
っ
て
い
た
動
画
は
進
化
し
て
、
今
で
は
手

軽
に
〝
制
作
を
楽
し
む
〞
い
わ
ば
電
子
切
り
絵
工
作
の
よ
う
で
す
。 

S
S
J
C
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
仕
事
や
同
好
会
の
多
く
の
動
画
を
公
開

し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
等
の
制
作
を
担
当
さ
れ
て
い
る
秋
元
さ
ん（
佐
倉
・

和
田
地
区
13
班
）よ
り
、
シ
ル
バ
ー
世
代
も
ス
マ
ホ
を
活
用
し
て
楽
し
め

る
、 

動
画
制
作
に
挑
戦
す
る
ヒ
ン
ト
を
寄
稿
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

怪
し
い
メ
ー
ル
は

即
削
除
！

目
指
せ
！
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
！

広
報
副
委
員
長
　
徳
野
　
廣
一

立寄りスポット紹介 歴史・名所・旧跡

ノスタル
ジーを感

じるおす
すめウォ

ーキング
コース

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間 30
分

所要時
間 約 2

時間30
分
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取材担当／広報委員長　岩渕　功

　御用納めの午後、師走の忙しい時期に、 佐倉市シ
ルバー人材センターワークプラザの 2 階会議室に、
訪問介護事業に関わる皆さんが参集して、「コロナ
対策」を守りながら、熱心に討議されていました。
　事務担当の櫻田さんの司会により、安全標語の唱
和ではじまり、管理責任者の田中会長から、当セン
ターの訪問介護事業を独自事業として、前会長の田
中千俊会員と共に全国に先駆け開始した際のご苦労
話、最近は「ＩＴ化」を採りいれ、全国シルバー人
材センター事業協会編の「月刊シルバー人材セン
ター 2021 年 1月号」において紹介されるなど、大
変好評を得ていることなどの講話がありました。
なお、開始時の経緯について「創立40周年記念誌・
仲間」の8頁～ 13頁で詳細に紹介されています。
　1部では、 会場の皆さんが一人づつ、本年度を振り
かえる簡単なメッセージを述べ、 管理者の田中会長
が、 コメントや助言する形で進められました。
　メッセージの内容は、 ヘルパーさんお一人お一人
の入会時の動機やその後の体験、 日頃の活動内容、

お客様とのふれ合い等でした。 それらを全員がシェ
アーして、 今後の活動に生かし、「お客様の自立に向
けて、 より良いサービスを提供していこう」という
皆さんの温かい気持ちが強く感じられました。
　また、 2部においては、「ヘルパー職務における接
遇マナーの必要性と難しさ」と題して、 サービス提
供責任者である蔵原さんと飯高さんを中心に、さら
に介護技術と接遇やマナーを深める研修会でした。

「訪問介護研修会」を取材しました。

　退職後もマラソンが趣味で、 ハワイにまで遠征
し、毎年「佐倉健康マラソン」へ出場しておられまし
た。 数人の先輩や同僚あるいはその配偶者がこのマ
ラソン大会へ出場しており、 小生は「佐倉弓友会」に
属し、 体協からの依頼で当日の誘導をするのが年中
行事でしたので、 皆さんから声をかけられたり、 応
援したりでした。
　定期便などで、 転倒など不慮の事故のお知らせを
拝見します。  先日の「佐倉市大博覧会」の当センター
訪問介護事業ブースで、「転んだりして動けなくなり
誰かの助けが必要になったらどうしたらよいでしょ
う？ 」と聞いてみました。

『国民健康保険などにより受診し、 介護保険につい
ては、 市役所や近くの「包括支援センター」へ相談し
てください。  介護保険を申請すると介護度の調査が
あり、 認定された介護度により介護サービスが受け
られるようになります。 ケアマネさんから各介護事
業所へサービス提供の相談があり、 私たちの出番と
なります。』との事でした。

　まず、当センターの訪問介護事業所
(☎ 043-481-2010 )に相談してみて
は如何でしょう。　
　佐倉市の問い合わせ先は、 高齢者福祉課包括ケア
推進班（☎043-484-6343）です。
　ユーカリが丘公園近くに「志津北部」、 志津市民プ
ラザにある「志津南部」、 臼井駅の南側にある「臼井・
千代田」、 京成佐倉駅北口向かいの「佐倉」、 南部地域
福祉センターにある「南部」の市内５カ所に包括支援
センターがあります。
　介護保険は、 介護サービスによる「自立支援」を目
標としています。 先日の研修会でも、サービス提供
後の回復された事例が報告されていました。

訪問介護事業ブース

参加者と管理者の田中会長との意見交歓櫻田さんの司会で開会

1 年を振り返る参加者

“走れなくなる日が
 来るなんて…”
3年前に職場の先輩からいただいた年賀状でした…。


